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利活用イメージ 道路・交通分野 －－－ 位置情報・誘導・ガイダンス

歩道空間

位置情報に応じた各種情報を受信

案内所

周辺案内地図

NW

次の信号を渡
ります

家

遠隔監視
目的地入力

次の角を
左折して下さい

道を間違えてい
ます！！

アラーム

目的地を入力

最寄のコンビニを入力

迷わずに
来れた！

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

・歩道や地下街等の歩行空間、住所表示版等に電子
タグを設置し、位置情報を携帯電話等のモバイル端
末に提供するシステム。

・高精度の位置情報の入手、特定の場所に応じた情
報の提供ができる他、高齢者、身障者向けの様々な
サービスの提供が可能。

・高度センシングシステム技術、ユビキタスアドレス運
用・管理システム

・電子タグの設置者、管理者、サービスプロバイダと
の連携
・道路への電子タグ埋込み方法の確立

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

・目的地までの歩行経路を音声でガイド、また遠隔か
ら誘導できるシステム

・全ての人が目的地まで迷わず到達できる。

・高度センシングシステム技術、ユビキタスアドレス運
用・管理システム技術、モビリティ制御・管理技術

・電子タグの設置者、管理者、サービスプロバイダと
の連携
・道路へのタグ埋め込み方法の確立

2005年2005年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

2010年2010年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

 

■ 食品分野 

 

食品分野におけるトレーサビリティのアプリケーションについて示す。ここ

では、流通経路や産地・賞味期限などの情報を入れた電子タグを様々な食品に

添付し、食品の流通経路を把握するとともに、食品についての情報にアクセス

できるシステム等が考えられる。 

 

利活用イメージ 食品分野 －－－ トレーサビリティ

取れたて
だわ！

新鮮
だわ！

タグ
NW

○月10日
XX県Aさん収穫

○月１日
◆県◎◎牧場

○月２日
加工工場到着

○月３日
市場到着

○月11日
市場到着

○月12日
商社到着

スーパー

NW

NW

DB

DB

食材

食材

ﾚｽﾄﾗﾝ
他店舗

卸売り業者

○Xﾊﾞｰｶﾞｰ
他店舗

ﾚｽﾄﾗﾝ

○Xﾊﾞｰｶﾞｰ

ここの店のお米
はｺｼﾋｶﾘだわ

和牛100%なのね。
でもﾀﾏﾈｷﾞは

乾燥ものだったんだ

調理情報等随時更新

全ての食材の流通経路、
調理過程情報の入った
タグを皿に貼付

・流通経路や産地、賞味期限などの情報を入れた電子
タグを様々な食品に添付し、食品の流通経路を把握す
るとともに、食品についての情報にアクセス出来るシス
テム

・消費者が安心して食品を購入することが出来る
・食品事故の際の迅速な対応が可能。

・データの改竄等を防止するセキュアシステムの確立、
高度センシングシステム技術、トレーサビリティ共有
データベース技術

・消費者に対する啓蒙活動、電子タグ装着方法、コスト
負担の仕組みの確立、電子タグの低コスト化及び国際
（輸入食糧）対応

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取組課題

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取組課題

・皿や容器に電子タグを付けることによって、レストラン
やファーストフード店で出される料理の食材情報や出
来上がり時間等の調理情報を消費者に随時提供する
システム

・レストラン等が情報を公開することによって、消費者は
より安心で高品質な料理の提供を受けることが出来る

・データ改竄等を防止するセキュアシステムの確立、高
度センシング技術、超小型ワンチップコンピュータ技術

・責任の所在等の食品品質保証体制、コスト負担の仕
組みの確立及び個人情報保護

2005年2005年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

2010年2010年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ
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■ 金融分野 

 

金融分野における紙幣や有価証券などの偽造防止のアプリケーションを示す。

ここでは、各種金券（小切手、商品券、地域通貨・地域クーポン等）に電子タ

グが埋め込まれ、ネットワークを介して真偽判定や決済が行われるシステム等

が考えられる。 

 

利活用イメージ 金融分野 －－－ 紙幣・有価証券等の偽造防止

・各種金券（小切手、商品券、地域通貨・地域クーポ
ン等）に電子タグを埋め込み、ネットワークを介して真
偽判定や決済を行う

・各種金券の偽造を防止（真贋管理）し、決済の短縮
化・合理化が実現
・新たなマーケティング活用（チケット）、ハンドリングコ
スト低減

・超小型ワンチップコンピュータ技術、高度センシング
システム技術、到達距離の長いタグ技術

・利用促進の仕組み、個人情報保護、金券への電子
タグ貼付（埋込み）等の方法確立、多量なチップデー
タ読取における精度向上

・紙幣を含む有価証券にタグを埋込むことで偽造を防
ぎ、あらゆる金融取引の決済を可能とする

・偽造の出来ない安全な決済が可能となり、取引の簡
略化、正確化が実現
・犯罪防止（偽造、盗難対策）

・高速無線通信技術、高機能課金決済システム、セ
キュリティ技術、盗難紙幣のトレース／無効化（POS、
ATMとの連動）、完全な読取精度の確立

・通常利用時における匿名性確保、トラッキング性など
の副次的効果の利用範囲の検討（個人情報保護） 、
認証機関／システム、通貨政策との関連、法制度・文
化の確立、紙幣への電子タグ埋め込み・貼付等の方法
確立、タグのコスト

小切手

商品券

チップデータ
読み取り

チップデータ

真偽確認
金額確認
発行情報確認(発行日、発行場所など）

NW

DB

商品券の決済

情報登録
発見情報登録

店舗端末

管理センタ

真偽確認
金額確認
発行情報確認(発行日、発行場所など）

NW

： 電子タグ

紙幣

ＡＴＭ

ＰＯＳ

店舗

払出し

支払い

盗難

利用不可

払出し情報

通知

問い合わせ

認証機関

・認証
・トレース

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

2005年2005年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

2010年2010年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

 

■ 医療・薬品分野 

 

医療・薬品分野における医療・服薬サポートのアプリケーションを示す。こ

こでは、電子タグを医療器具、医薬品又は患者等に貼付し、医療過誤の防止、

医療機器／医薬品の管理などに役立てるシステムや、さらに、遠隔医療などに

も活用するシステム等が考えられる。 

薬事法改正に伴い、医療記録について３０年にわたる保存が義務づけられた

ことから、安全・安心に関する要求が高く、この分野での電子タグの利用に関

してのニーズが高まりつつある。 
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利活用イメージ 医療・薬品分野 －－－ 医療・服薬サポート

NW

医師

薬品保管室

タグ

タグ

タグ

タグ

タグ
患者の取り違えチェック 投薬の量チェック

投薬の種類チェック

取り違えている場合アラーム 量が違う場合アラーム 薬が違う場合アラーム

医療DB

チェック

チェック

チェック

薬の処方の指示１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

・病院・診療所等における医薬品の適切で安全な処方、
投与を支援するシステム

・医療事故防止

・高度センシングシステム技術、滅菌工程に耐えられる
電子タグ技術、高速無線通信技術、プライバシー保護
技術

・医療の電子化促進、薬品コード標準化、電波の使用
による診療機器、体内埋没機器への影響の検討、電子
タグ利用の電子カルテシステム、院内物流システムの
開発

・病院内の薬品の投与だけでなく、家庭の薬箱をネット
ワークで結び、医療・服薬をサポート

・遠隔医療・在宅医療の効率化

・高度センシングシステム技術、ユビキタスアドレス運
用管理システム技術、セキュア通信技術、滅菌工程に
耐えられる電子タグ技術、高速無線通信技術、プライ
バシー保護技術

・薬品メーカ、病院、診療所間の相互データ連携、医療
の電子化促進、薬品情報をタグ内に書き込む為の基準
の設定

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

2005年2005年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

2010年2010年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

副作用
薬物アレルギーの確認

病院･
診療所･薬局

薬の備蓄状況の確認服薬時間アラーム

NW

家庭

タグ

効能や成分、
服薬頻度、有効期限
注意事項など

携帯電話に通知

薬品DB

・ A薬とB薬は同時に服用
しないで下さい。
・ A薬は2時間後に服用し
てください。

 

■ 教育・文化分野 

 

教育・文化分野における、図書管理、文化財保護、電子図書街などのアプリケ

ーションを示す。これらにおいては、電子タグとネットワークを活用した図書

／文化財などの管理・保護、複数の図書館・美術館・博物館の蔵書とデータベ

ースの連動により、バーチャル空間上での書籍、書物の閲覧や美術品の鑑賞が

行える「電子図書街」の構築などが考えられる。 

利活用イメージ 教育・文化分野 －－－ 図書管理

アラーム

図書館

貸出し処理
をして下さい

出入口未処理書籍の
持出し管理

貸出し、返却の迅速化

NW
家

図書の検索・予約

他図書館

図書
館

NW
家

図書の検索・予約

書籍の場所の
一覧を表示

棚２列目
下段左・・・

携帯端末
キーワード入力受付

書籍の検索 書籍の棚までナビゲート

他図書館

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

・図書に電子タグを添付、受付では読取機で貸出、
返却処理を実施、館出入口の読取機では書籍の検
出を行うシステム

・貸出・返却処理が迅速化され、また未処理の書籍
の館外持出の検出ができる。

・高度センシングシステム技術、超小型ワンチップコ
ンピュータ技術

タグの低コスト化、既存図書DBとの連携

・書籍の棚に読取機を添付し、ディスプレイ付携帯
読取機を利用することにより、書籍の探索や整理を
容易にするシステム

・図書館員による書籍の探索や整理を迅速化し、ま
た館内に不慣れな消費者が関連書籍とその場所の
探索を容易にすることができる

・高度センシングシステム技術、超小型ワンチップコ
ンピュータ技術、モビリティ・制御管理技術

・電子タグの低コスト化、一定距離（数m程度）内の
多量なタグデータの読取精度の向上

１．具体的なシステム概要

２．実現の効果

３．技術開発課題

４．取り組むべき課題

2005年2005年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

2010年2010年 利 用 イ メ ー ジ利 用 イ メ ー ジ

 


